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　９月に開催した戸木地区の地域懇談会で新しく
農業を始めた方にお目にかかりました。　
　就農するにあたっては「準備段階からきめ細か
なサポートを受けスムーズに稲作を開始すること
ができた」と農業関係者に感謝し、自分の育てた
コメが敬老会の記念品となり心を込めて一つ一つ
包装したことを語るその姿からは、作物への愛情
と農業に懸ける熱い思いが伝わってきました。
　新たな農業の担い手となることを決意し戸木に
戻った彼が農地や農業用倉庫を確保する際に賃借
契約書類の作成など一連の手続きを支援し、水利
に関してアドバイスするなど、地域との橋渡し役
を担ったのは地元の「農地利用最適化推進委員」
です。
　農業委員会法の大改正により平成28年に新しく
設置された農地利用最適化推進委員は、現場の最
前線で農地を守る中心的な役割を担っています。
　津市では86名の農地利用最適化推進委員が集落
に分け入り、耕作の継続が難しくなった農地の出
し手と農地を任せてほしい担い手農業者の意向を
詳細に把握して、実情に沿ったマッチングなどを
行っています。

　これまで24名の農業委員との連携のもとで遊休
農地を解消した事例が次々と生まれてきました
が、一方で制度の問題点も指摘されるようになり
ました。
　農業の担い手不足が深刻化する中、遊休農地を
抱える農家の多くは、まず農協に相談を持ち掛け
ます。しかし、農協を通じて委託先が見つかった
場合でも担い手側の事情により耕作の質にばらつ
きが生じるのは避けられません。
　農地パトロールでこの様子を目にした藤水地区
の農地利用最適化推進委員による昨年夏の地域懇
談会での発言は示唆に富む内容でした。
　「地区の推進委員をしていても地元の農地の出
し手と受け手の情報がなかなか入ってこない」と
農業関係機関の連携不足を指摘。よりよいマッチ
ングを実現するためにも「農協の他に、農業委員
や自分たち農地利用最適化推進委員、県や市はも
ちろん関係する団体や機関が一堂に会して話し合
う場を設けてはどうか」。さらに、広い津市では
集まりが地区単位となることを見越して「作成し
た議事録を共有し、他の地域がどういう問題を抱
えているかも分かるようにしてほしい」という提
案でした。
　10月末、津市は、農業関係者が組織の枠を超え
て地域の課題に向き合う場として「令和版・営農
会議」を発足させました。
　地域の農業資源を最大限に活用しようとする熱
い議論が、すでに12の区域で始まっています。農
地利用最適化推進委員の現場感覚から生まれたこ
の取り組みを全力で支援してまいります。
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カナダレスリングチーム東京五輪
１年前キャンプ(サオリーナ)…10月７日

　吉田沙保里さんも見守る中、カナダ
レスリング代表が来年の東京五輪に向
け始動。県内ジュニア選手対象のレス
リング教室開催や市内小中学校訪問な
ど子どもたちとの交流も進みました。

　緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓
　練(香良洲高台防災公園)…10月27日
　南海トラフ地震を想定した訓練に近
畿２府７県から消防職員など約3,500
人、消防車両196台・消防防災ヘリコ
プター12機が参加。消防庁の林﨑理長
官も訓練を視察し連携を高めました。

　安全・安心の道づくりを求める全国大会
　特別要望(財務省、国土交通省)…10月29日

　道路整備促進期成同盟会全国協議会
の副会長として、麻生太郎財務大臣と
赤羽一嘉国土交通大臣を訪問し、防災・
減災・国土強靭化のための道路整備を
進める予算の確保を要望しました。
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